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★事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細。期間限定複数年度事業は全体像を記述）
【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】

(1)事務事業の振り返り・計画
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(単位)

(2)成果指標･総事業費

の推移
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実績(決算) 実績(決算)目標(当初予算)実績(決算) 予定 見込目標(当初予算)
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都道府県支出金

地方債

その他

繰入金

一般財源

源
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（Ａ）事業費計
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千円

千円

千円

千円

千円

安全・安心に暮らせ
るまちづくりの推進

「こどもまんなか社会」
の構築

産業の共生による市経
済の持続的発展

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

③予算の主な増減の理由

データ取得方法

法令根拠

見込

(開始した背景・
きっかけ・今後の
状況変化・関係
者からの意見や
要望を含む)

成果指標

ウ

ウ

(3)評価の総括（成果向上の余地・事業費削減の余地）

(4)今後の事業の方向性

 4年度

12.6

1,011

1,289

2,300

 5年度

11.4

1,279

1,217

2,496

 6年度

16

1,230

719

1,949

 6年度

11.1

1,402

2

820

2,224

 7年度

16

1,030

2,128

3,158

 8年度

16

1,030

2,146

3,176

 9年度

16

1,030

2,132

3,162

10年度

16

1,030

2,138

3,168

(令和 6年度実績と令和 7年度計画) 令 和  7 年  9 月  5 日 更 新

歯科保健事業

   2 福祉の健幸 健康福祉部 中嶋　繁之

   6 健康づくりの推進 健康ほけん課 有田　奈央

  22 病気の早期発見 健康づくり班 1189

健康増進法

一般   4   1   2    11719
単年度のみ 単年度繰返 29

 6年度で終了  6年度から開始
期間限定複数年度

歯周疾患検診：①市内歯科医院と委託契約（令和6年度：24カ所）②費用：2,954円、自己負担無料 ③対象者：4月1日時点
で、20・30・40・50・60・70歳の市民（令和6年度から20歳・30歳が健康増進事業の対象に追加）　④期間：6月１日～3月
末日⑤内容：歯科検診、歯肉の検査、歯科指導等 ⑥方法：対象者自身が直接医療機関へ予約し通知文書を持参し受診する
。
※令和6年度より（11719）歯科保健事業と（11827）乳幼児歯科保健事業に分割。
　　

①市内歯科医院と契約 ②5月頃、対象者へ受診券を個別通知　③11月頃、10月末時点の未受診者に再勧奨通知 ④受診後、
委託機関へ支払い事務 ⑤検診データの入力及び整理

需用費（印刷製本費）、役務費、委託料

6年度事務事業の成果・実績
歯周疾患予防のために市内歯科医院（24カ所）と契約し、20・30・40・50・60・70歳の対象者に個別通知を行った。令和6年5月に対象者4,538
人に受診券発送を行い、6月1日より受診可能とした。11月末には、10月末時点で未受診者の対象者4,220人に再勧奨通知を送付した。受診勧奨
のため、市公式LINEでの歯周疾患検診の周知、再勧奨通知に使用する封筒のデザイン変更、啓発チラシの変更を行った。
令和6年度の受診者数：502人

7年度計画（次年度に計画している主な内容）
令和6年度同様、実施。受診率の低い若い世代の受診につながるよう、啓
発・周知方法の検討を行う。

受診券印刷・封入業務を新たに委託するための委託料の増及び、郵
便料金改定による役務費の増

歯周疾患検診の受診率 ％ 地域保健事業報告

％

令和6年度より対象者に20・30歳が追加されたことにより、対象者が増え、受診率はわずかに減少した。しかし、40・50・60・70歳のみの受診
率でみると、11.8%と令和6年度と比べわずかに増加していた。
歯周疾患検診は歯周病やむし歯等を早期発見・早期治療する機会となっているため、周知方法を改めることで今後も受診率向上を目指す。

廃止 縮小 事業のやり方改善 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）


